
30年度門真市
市民公益活動事業補助金交付事業が決定

　市では、NPO法人や市民ボランティア団体が公民協働促進のために

市内で自主的・自発的に実施する事業を審査し、優れた事業に補助金

を交付しています。

　審査の結果、30年度は下表の事業に交付することが決定しました。

※詳しくは市ホームページ参照

問合先　地域政策課　☎０６(６９０２)５６１２
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職員給与費と職員数の推移
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急激な人口減少に伴い
財政状況が悪化

スマートフォン・タブ
レット端末専用アプリ「　　　　  」で

広報かどまを配信開始　 　27年に実施された国勢調査にお
いて、本市の人口は、22年と比較
して約6700人減少しました。【図
１参照】
　この人口減少が市の行財政運営
にもたらした影響は甚大で、28年
度決算では地方消費税交付金、地
方交付税をはじめとする経常一般
財源（市税や普通交付税など、使
途が特定されず毎年経常的に入る
財源）が27年度と比べ約13億円（
臨時財政対策債含む）も減収とな
り、財政調整基金などの各種基金
を約10億5000万円取り崩さなけれ
ばならない極めて厳しい状況とな
りました。このことにより、各種

基金残高も約10億1000万円減少し
ています。【図２参照】
　危機的な財政状況への警鐘が打
ち鳴らされた現状において、この
まま手をこまねいていれば、さら
に深刻な事態となりかねないこと
から、今後も引き続き事務事業の
見直しなど財政健全化への取り組
みを推進していくとともに、「急
激な人口減少」に歯止めをかける
施策の実施に積極的に取り組んで
いき、効率的かつ効果的な市政運
営を行っていきます。

問合先　財政課
　☎０６(６９０２)５８６９
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人口の推移（国勢調査結果）【図１】
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団　体　名 事　業　名

一般社団法人JSK門真市ソーシャル・イシュー対
策協議会

高齢者の身近な介護予防の推進
・いきがいづくり

一般社団法人JSK門真市ソーシャル・イシュー対
策協議会

こども達が気軽に集える居場所
づくり

みんなのかどま大学実行委員会 みんなのかどま大学

特定非営利活動法人みんなの未来かいたく団 みんなの未来こども農園

おかず食堂こども会 こどもの生活に対する支援

かどまち倶楽部 特殊詐欺の未然防止

　自治体の広報紙を配信するス

マートフォン・タブレット端末

専用アプリ「マチイロ」で広報

かどまの配信を開始しました。

　皆さんのスマートフォンなど

にアプリを追加し、広報かどま

を登録すると毎月自動で配信さ

れます。

　ページの拡大・縮小などもで

き、いつでもどこでも広報紙を

見ることができます。

　広報紙のほかにも市ホームペ

ージやtwitterを見ることもでき

ますので、ぜひご利用ください。

①iOS端末用

　QRコード

②android端末用

　QRコード

「マチイロ」アプリ取得方法

　iOS端末はAppStore、android端

末はGoogleplayで「マチイロ」

と検索、または下記のQRコー

ドを読み取りダウンロード

問合先　魅力発信課

　☎０６(６９０２)５６０５

職員の給与の状況

◆28年度の職員給与費

　50億9964万円（前年度比4183万円減少）
　※退職手当、共済費、特別職・上下水道局職員の給与を除く

◆職員の初任給、平均給料月額など　　  （29年４月１日現在）

区　　　　　分

一般行政職 技能労務職

大　学　卒 高　校　卒 高　校　卒

初任給 19万1700円 16万1700円 16万1700円

経験年数10年 25万6669円 23万4900円 ―

経験年数20年 33万4366円 30万2800円 29万9500円

平均年齢 38.5歳 51.4歳

平均給料月額 29万1300円 35万3400円

◆職員の退職手当

支　給　率 自　己　都　合 勧奨　・　定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分

勤続25年 29.145月分 34.5825月分

勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分

調整額 在職期間中の職務職責に応じた貢献度を反映

職員の任免及び職員数に関する状況
（28年４月１日～29年３月31日）

◆採用の状況

新規採用 任期付教員 再任用 国などからの派遣

37人 ９人 48人 ５人

◆退職の状況

定年退職 中途退職

９人 10人

◆定員適正化計画について

　市では本計画に基づき、職員数の適正化に取り組んでいます。
定員適正化目標

　37年３月31日までに800人以内

給与減額などの取り組み

職員の勤務時間などの状況

◆特別職の給与など

◦給与は、市長が25％、副市長

が20％、教育長が15％減額

◦退職手当は、市長が全額カッ

ト、副市長が40％、教育長が

30％減額

◆議員報酬

◦報酬を10％減額

※議員には退職手当制度なし

◆勤務時間の状況

１日の勤務時間
午前９時～午後５時
30分

休憩時間 正午～午後０時45分

１週間の勤務時間 38時間45分

※１日の勤務時間は職場により異なる

◆年次有給休暇の状況

付与日数
平均

取得日数

１年につき20日を付与
最大40日まで繰り越し
可能

12.4日

職員の分限及び懲戒処分の状況

◆分限処分の状況

免職 休職 降任 降給 計

０人 17人 ０人 ０人 17人

◆懲戒処分の状況

免職 停職 減給 戒告 計

０人 ２人 １人 １人 ４人

　保有しておくべき財政調整基金の額は標準財政規模（※）の20％程度である
と試算しており、門真市の場合は約54億円が必要
※標準財政規模…標準的な行政サービスを提供するうえで、市が自由に使える
財源の大きさ
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